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保護基の組合わせ、糖鎖伸長の順序、その他のグリコシル化反応の適用など課題は残っているが、この研究により
固相上で糖のグリコシル化反応を定量的に行うという糖鎖国相合成における最も基本的な問題の解決策を示すことが
でき、一般的な糖鎖国相合成法の確立に向けて、基礎を築くことができたと考えているo
論文審査の結果の要旨
固相合成は多くの分野で成果を収めているが、糖鎖合成については未解決の多くの問題が残されている。本論文で
は三重結合の反応性を活かした糖の保護法と固相へのリンカーの考案、さらにアセチレンのカップリング反応を固相
への結合に用いることによって、以降の固相上の糖鎖伸張を高効率で・進めるという糖鎖国相合成に対する新しい考え
を示したもので、この成果は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるo
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